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Emotional voice conversion via facial expression recognition

顔表情認識による音声変換技術

顔の表情でリアルタイムに声の表情をつくる

どんな研究
対話や講演において、心理的な緊張状態や能力的な限界などにより思うような話し方で話せない場面がありま
す。本研究では、入力音声の話し方の雰囲気（表情）を、顔の表情や体の動作により制御することを目的とし
たクロスモーダル音声表情変換の問題に初めて取り組みました。

どこが凄い
話し方の表情は声質・抑揚・リズムによって決まります。従来技術の多くは声質のみの変換を行いますが、わ
れわれの音声変換技術は、声質とともに抑揚やリズムの変換も可能にします。この技術と顔表情識別技術を組
み合わせ、顔画像を用いて声の表情を変換する技術を実現しました。

めざす未来
人と人とのコミュニケーションには、物理的・能力的・ 心理的な状態に起因する様々な形の制約が存在します。
本研究では、このような制約を取り除き、あらゆる人が自由に快適にコミュニケーションを行える環境を実現
することをめざしています。
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